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教育目標「豊かな人間性や社会性を身につけたたくましい稲中生」
「目指す生徒の姿」 稲田中学校学校だより
自ら学ぶ生徒 第 ２３ 号
思いやりのある生徒 平成２７年１月１９日
健康で働く生徒 文責 校長 安斎 次弥

師弟一如

３年生頑張ってます！！
入試に向け、面接の練習中！！
１２月から面接の練習を行ってますが、３学期に

なり、２巡めの面接の練習を校長や学年の先生方を
中心に、放課後等を使って面接の練習を行っていま
す。
そこで、必ず確認していること・・・。それは「な
ぜ、その学校の○○科なのか」という志望動機の確
認です。ほとんどの人が、明確に答えることができ
ますが、中には、今になってもあいまいな人もいま
す。高校生活を充実させる意味でも、自分はなぜそ
の学校の○○科なのか、１年生の段階からもしっか
り持っている人に限って、中学校での生活や学習へ
の取り組みに意欲を持っているようです。

私立高校入試始まる
１月１５日（金）より帝京安積高校、尚志高校の

推薦、特待等の入試がいよいよ始まりました。これ
までの面接の練習や作文等の成果を試す事になりま
す。これから県立Ⅰ期や私立の一般入試に向けてい
よいよ進路の季節到来です。体調管理はもちろんで
すが例年入試が近づくと不安定になる人もでてきま
す。今までの自分の努力を信じ、落ち着いて入試に
望んで欲しいです。
１，２年生の生徒の皆さんはまだまだ、先の話で

関係ないなんて思っているかもしれませんが、私立
の推薦基準では３年間の欠席日数３０日以内という
学校があります。安易に学校を休まない・・・。健
康面、心身面で強い中学生になって欲しいです。

・１／１９～１／２２ 県立Ⅰ期出願・
・・
・・１／１９ 郡山女子大学附属高校推薦入試
１／２０ 日大東北高校推薦入試

自由参観実施！！
お忙しい中また、お寒い中

ご来校ありがとうございました！！
１月１８日、１９日の二日間は今年最後の自由参観
日でした。多くの方の参観は残念ながらありませんで
したが、民生委員や主任児童委員の方々がおいでくだ
さいました。お忙しい中、また、お寒い中ありがとう
ございました。本校は学期１回ずつ自由参観を実施し
ております。常日頃なかなか中学校へ来る機会の無い
地域の方々にも公開しています。公開していない時で
も結構です。お近くにお寄りの際は、職員室に言って
いただければ結構です。今後とも、中学生の様子など
聞かせてもらえたらと思います。

入試直前の心構えについて！！ ３年生ラストスパートです
入試を間近に控えアドバイスを
私立高校の入試が本格化し、間もなくⅠ期選抜も

実施されます。どのような点について注意しなけれ
ばならないか、アドバイスします。１，２年生の皆
さんにも関係のない話ではありません！！参考にし
てください。
◇ 生活のリズムは朝型に
この時期受験生は、夜になると目がさえてくる夜

型の人が多いのではないでしょうか？生活のリズム
は朝型にして、本番と同じ時間帯に集中できるよう
慣らしておくことが大切です。まだ、朝は暗いです
が、少なくとも６時には目覚めるようにしておきま
しょう。人間の脳は起きてから３時間経過しないと
活性化しないそうです。
◇ 実践力中心の学習を
入試直前の時期は、どんどん問題を解いて、覚え

ていない箇所やわからないところをチェックし、再
度覚え直すなどの方法が有効です。また、必ず過去
の入試問題を解くことをお勧めします。そして、た
だ解くだけではなく、本番を意識して正確に時間を
計って解くことが大切です。時間で計ることにより
どの位のペースで解かなくてはならないか知ること
は合否に大きく左右してきます。入試は、『できると
ころから解く』 ことが鉄則です。そこで確実に点数
をとるためには、難しい問題に時間をかけるよりも、
確実に解ける問題から解いて、最後にケアレスミス
がないかどうか見直すことが重要です。そのために
は、過去の問題は１回だけで終わらず、何回か繰り
返して解くことが非常に大切になってきます！！

「家族の日」スタート
１／１５～１／２１
家族がそろって過ごす時間を大切にする日
平成３０年度の小中学校一貫教育開始に向けた取

組の一つとして稲田小学校、稲田中学校が合同で実
施します。稲田地区は、家庭に帰ってからの限られ
た時間、テレビや携帯電話、スマホ、パソコン、ゲ
ームなどで時間を無駄に過ごしている生徒が多いの
が現状です。今年度行った全国学力学習実態調査や
本校独自の調査からも毎日２時間以上ゲームやライ
ン等を行っている割合は、県や全国よりも高い比率
です。その割に、残念ながら勉強時間となると少な
い傾向があります。１５日から２１日の間で、ご家
庭で話し合っていただき日時を決め実施してみてく
ださい。内容的には、家族での読書、スポーツ、体
験活動、奉仕活動等、メディアに依存しないで生活
することを試みて欲しいです。後日プリントを配布
いたします。実際に家族で取り組んだ内容をご記入
していただきます。保護者の皆様にはお手数をおか
けしますが、趣旨をご理解の上ご協力お願いします。


